
若者を対象としたつながり促進事業 【八尾市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 605 千円

交付金額 302 千円

事業番号 １

新型コロナウイルス感染拡大以降、男女共同参画センター「すみれ」では
生理用品の配付をきっかけとした支援や相談事業など、女性を対象とした施
策を次々に実施してきたが、若い世代がセンターの利用に結びつきにくいと
いう課題が浮き彫りとなった。生理用品の配付を通じて、困っていたら声を
あげていいという発信を強化したが、若い世代ほど、困りごとを抱えていても
困っていることを表に出さない状況が顕在化した。また、コロナ禍において、
社会とのつながりを深めることができないまま、学校を卒業するなど人生の
岐路を迎える若者も少なくない。感染対策をとりながら社会活動の再開をめ
ざす現状を鑑みると、これから実際に社会に参加していくことへの不安を払
拭し、前向きに人とつながるための後押しが必要である。

①若い世代の女性による意見交換会

孤独や孤立に陥ることなく、意欲的に社会に参画するために必要なことに
ついて、当事者である女性達自身による意見交換を行う。
②意見を活かしたセミナー・交流会の開催

若い世代の意見を反映したセミナー及び座談会の開催により、参加者が
学びを通じて人とつながることを後押しする。また、デジタル人材の育成に
取組む市内企業のトップの話も織り交ぜることで、参加者に対しデジタルス
キルを活用して社会に参画することについて具体的にイメージし、前向きに
社会とつながるための選択肢の広がりを実感してもらう。

若い世代が抱える不安として、社会に出ることや働くこと、人間関係、やり
たいことがわからないなど漠然とした不安が出された。必要なサポートとして
、人とつながり助け合えるコミュニティ、社会人になってもスキルアップできる
学びの場、既婚・未婚に関わらず受けられる支援などが挙げられた。

フォーラムでは、学校に行くことが難しい状況にある参加者がデジタルを武
器に活躍することの可能性を実感し、大いに勇気づけられたといった感想が
寄せられるとともに、座談会では講師や市職員と熱心に語り合う様子が見受
けられた。

■事業の目的

若い世代の誰もが参加できる取組みを通じて、行政の支援に対する精神的
なハードルを低くし、困りごとを抱える女性が気軽に相談できるきっかけとする
。参加者と行政がつながり、参加者自身をインフルエンサーとして取組みや相
談窓口の発信に協力いただくことにより、行政からの発信が届きにくい層に直
接アプローチできる関係を構築する。
■目標及び達成状況
・意見交換会参加者数： 18（目標値：20）
・セミナー参加者数： 35（目標値：100） ※会場の都合により定員40で募集
・セミナー参加者満足度： 100％（目標値：85％）

・特定非営利活動法人女性と仕事研究所（八尾市男女共同参画センター
運営受託者）： 意見交換会のファシリテーター
・株式会社みせるばやお： 意見交換会、フォーラムの運営

・八尾市と包括連携協定を締結する大阪経済法科大学、近畿大学： 事業
周知、参加者募集
・近隣市町村、近隣の大学、八尾市内の高校： 事業周知、参加者募集

・男女共同参画センター「すみれ」、産業政策課、労働支援課： フォーラム
でのブース設置

意見交換会で出された若い世代のニーズについては、庁内で共有し、男
女共同参画センター「すみれ」を中心に次年度以降の取り組みに活かす。

今回の事業実施にあたり、新たにつながった大学生等との関係性を今後
も継続し、次の取組みに活かすことが課題である。



事業の概要

フューチャリングアイデアソン～未来を創ろう～ 2022.12.6

なりたい自分になれるの？～大丈夫、あなたなら～ 2023.2.25

【主な意見】
・人間関係・・・社会に出たら、自発的に動かないと人とのつながりがなくなってしまうのではと不安。
・自分の選んだ道が自分のイメージと違ったときに、どうすればいいのか。就活に際し業界が絞れていない。
・年金や税制度を理解していないことで失敗するのではないか。お金に関する知識を早い時期から学んでおきたい。
・社会に出たら、学生時代よりも性別で何かが変わることが増えていくのではないか。
・やりたいことがみつかっていない、漠然とした不安がある。
・誰もが受け入れられ、自由に道を選択できる、シフトしやすい社会であってほしい。
・家族や友達、会社の人には話せないような個人的な相談について、第三者が客観的に聞いてくれる場所があれば。
・いろんな人と話し、つながり、助け合える人の輪がほしい。
・行政の情報は、目的がないとあえて検索することはない。必要な情報を探しにいかなければたどり着かない。
・若い世代の想いが行政に届いているのか・・・自分達で意見交換会を企画して、届ければよいのでは？

【参加者の声】

・これから社会人になるにあたり、大切な考え方や軸を
学ぶことができてよかった。
・将来について考える時間になってよかった。
・それぞれの講師の言葉が心に響いた。勇気をもらった。
・自分の未来の想像図を広げて考えようと思った。

・なんとなく今のままじゃダメな気がして、でも新しいこと
を始めるリスクを考えて行動できずにいたが、お話の中
にあった「ワクワクするほうへ」の考え方を真似してみた
いと思った。

・いろんな人の価値観や考え方を知るのは自分にとって
すごく良いことなのだと改めて感じた。

・人生としての収穫が大きかった。大学生として、これか
らの未来へ向かって、今日のことを胸に自分らしく進ん
でいけたらと思う。
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